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武
奈
ケ
岳

（標
高
１
２
１
４

研
）
は
大
津
市
の
北
部
に
位
置

し
比
良
山
地

の
最
高
峰
で
あ

る
。そ
の
山
姿
は
、麓
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
わ
ず
か
に

高
島
市
や
琵
琶
塑
昼
序
か
ら
山

頂
部
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
。

比
良
山
地
は
地
形
図
で
見
る

と
、
北
東
に
Ｙ
型
の
稜
線
と
な

要
・曇
ノ‐‐

‐

武
③奈

ケ
岳

ワサビ峠

御殿山

急勾配の先に広がる絶景

9 武奈ケ岳

める。大津市葛川支所前の駐車場が利用
できる。

一
≡
〓
串

〓
二
埼
村
町

っ
て
東
側
の
琵
琶
湖
と
西
側
の

安
曇
川
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
南

の
霊
仙
山
か
ら
北
の
蛇
谷
ケ
峰

ま
で
南
北
約
１８
♂
続
く
山
々
は

四
季
を
通
じ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
、

岩
登
り
、
沢
登
り
、
ス
キ
ー
な

ど
を
楽
し
め
る
。
Ｊ
Ｒ
や
自
家

用
車
で
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も

あ
り
、
京
阪
神
か
ら
の
登
山
者

で
に
ぎ
わ
う
。

登
山
口
は
そ
れ
ぞ
れ
琵
琶
湖

側
、
安
曇
川
側
が
あ
る
が
、
比

較
的
分
か
り
や
す
い
安
曇
川
側

の
坊
村
（大
津
市
葛
川
坊
村
町
）

か
ら
の
登
山
道
を
案
内
す
る
。

か
つ
て
長
い
歴
史
の
あ
る
修
験

道
の
時
代
は
、
明
王
院
の
あ
る

坊
村
が
比
良
山
の
表
国
と
言
わ

れ
た
。
琵
琶
湖
側
の
リ
フ
ト
が

な
く
な

っ
て
、
坊
村
は
今
再
び

１ヽ
／　
人
気
が
あ
る
。

Ｎ
バｕ
．

　

マ
イ
カ
ー
を
坊
村

の
曙
橋
を
西
に
渡

っ

て
駐
車
さ
せ
た
後
、

国
道
を
横
断
し
て
明

王
院

へ
向
か
う
。
赤

い
欄
干
の
三
宝
橋
が

登
山

口
だ

＝
写

真

０
。
こ
こ
で
登
山
届

を
ポ
ス
ト
に
入
れ
る

の
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

右
の
林
道
を
行
く

と
白
滝
山
や
蓬
莱
山

へ
と
続
く
。
現
在
林
道
は
大
雨

で
崩
壊
し
て
お
り
通
行
禁
止
と

な

っ
て
い
る
の
で
注
意
し
よ

う
。
今
回
は
三
宝
橋
を
渡
る
。

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
天
〈
思
不
の
葛
川
息
障
明
王
院

が
あ
る
。
８
５
９

（貞
観
元
）

年
に
相
応
和
尚

（８
３
１
～
９

１
８
年
）
が
開
い
た
修
行
道
場

と
い
う
。
毎
年
７
月
１８
日
の
深

夜
に
は
明
王
院
太
鼓
回
し
と
い

う
行
事
が
村
を
挙
げ
て
行
わ
れ

て
い
る
。

境
内
を
ま

っ
す
ぐ
進
む
と
登

山
道
の
表
示
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
右

へ
杉
の
植
林
の
中

へ
。
急

斜
面
の
ジ
グ
ザ
ク
の
登
り
道
は

少
し
苦
し
い
が
頑
張
り
た
い
。

杉
林
を
過
ぎ
る
と
傾
斜
も
緩
や

か
に
な
る
。
振
り
返
る
と
安
曇

川
を
挟
み
鎌
倉
山
（９
５
０
房
）

が
迫

っ
て
く
る
。

や
が
て
登
山
口
か
ら
１
時
間

半
ほ
ど
で
夏
道
と
冬
道
の
分
岐

一市』
準
一鴫
聟璧飛
一■
機
響

道
標
に
着
く
。
右

へ
夏
道
を
進

み
美
し
い
自
然
林
の
中
を
進
む

と
、
冬
道
か
ら
の
分
岐
点
に
合

流
す
る
。
さ
ら
に
二
次
林
の
間

を
登
る
と
御
殿
山

（１
０
９
７

研
）
山
頂
が
迎
え
て
く
れ
る
。

こ
こ
か
ら
の
展
望
で
今
ま
で
の

疲
れ
が
い
や
さ
れ
る
。
こ
こ
に

き
て
よ
う
や
く
武
奈
ケ
岳
の
頂

と
美
し
い
西
南
稜
が
望
め
る
＝

写
真
②
。

展
望
を
楽
し
ん
だ
ら
少
し
急

な
下
り
の
ワ
サ
ビ
峠

へ
降
り
よ

う
。
峠
か
ら
は
し
ば
ら
く
樹
林

帯
を
登
る
。展
望
が
開
け
、最
後

の
西
南
稜
の
上
り
に
取
り
付

く
。御
殿
山
か
ら
約
１
時
間
、広

く
開
け
た
武
奈
ケ
岳
山
頂
に
到

着
だ
＝
写
真
０
。
好
天
で
あ
れ

ば
琵
琶
湖
と
周
り
の
山
々
の
景

観
に
感
動
す
る
だ
ろ
う
。
西
を

望
む
と
京
都
北
山
が
重
畳
と
連

な

っ
て
い
て
、
山
頂
か
ら
の
展

望
と
山
座
同
定
を
楽
し
め
る
。

食
事
や
展
望
を
楽
し
ん
だ
ら

下
山
し
よ
う
。
う

っ
か
り
し
て

い
る
と
登
山
道
以
外
の
踏
み
跡

に
迷
い
込
ん
で
し
ま
う
か
ら
、

来
た
道
を
慎
重
に
戻
ろ
う
。
眼

下
に
国
道
、
明
王
院
の
屋
根
が

見
え
る
と
登
山
口
は
近
い
。
無

事
下
山
し
た
ら
、
明
王
院
に
お

礼
を
し
て
い
こ
う
。
歩
行
距
離

約
８
計
、
歩
行
時
間
約
６
時
澗
。

（日
本
山
岳
会
京
都

ｏ
滋
賀
支

部

松
下
征
文
）

＝
次
回
は
来
年
１
月
１１
日
掲
載

予
定
で
す
。

明二院

0

アクセス 往復登山に適 した坊村への
バス便はないので、自家用車の利用を勧
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